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昭和 41 年 ファイアストーム 

酒の飲みまわし 

 

昭和 41 年源家ゆかり金沢八景稱名寺にて 
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五
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平
時
の
弘
南
寮 

昭
和
四
十
年
度
の
学
芸
学
部
か
ら
教
育
学
部
へ

の
名
称
変
更
闘
争
が
終
息
し
た
後
の
昭
和
四
十

一
年
に
小
生
は
工
学
部
電
気
工
学
科
に
入
学
し

た
。
そ
の
時
期
の
寮
長
は
山
田 

嗣
〈
四
十
三
電

工
〉
で
あ
っ
た
。
会
計
は
佐
藤
允
夫
（
四
十
三

建
築
）
で
あ
っ
た
。
当
時
、
寮
費
は
月
当
た
り

五
百
円
、
一
食
に
つ
き
、
朝
食
が
四
十
円
、
夕

食
が
六
十
円
で
あ
っ
た
。
表
を
使
っ
た
全
員
予

約
制
で
あ
っ
た
。
部
屋
や
ト
イ
レ
は
入
寮
時
に

即
、
退
寮
を
決
意
す
る
ほ
ど
如
何
に
も
不
潔
な

寮
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
さ
れ
た
写
真
や
寮
母
（
お
ば
ち
ゃ
ん
）
の

飯
沼
と
し
子
と
寮
生
ら
と
の
生
活
写
真
を
見
れ
ば
部
分
的
に
理
解
で
き
る
。 

ま
ず
、
入
寮
の
歓
迎
会
ま
で
に
ど
ん
ぶ
り
二
個
を
近
く
で
購
入
し
て
台
所
の
所
定
の
場

所
に
入
れ
た
。
歓
迎
会
で
は
前
年
入
寮
者
か
ら

や
か
ん
で
燗
し
た
清
酒
を
ど
ん
ぶ
り
一
杯
飲
ま

さ
れ
た
後
に
、
歌
を
強
制
さ
れ
、
さ
ら
に
一
杯

ご
と
に
飲

ま
さ
れ
、
追

加
の
歌
を

義
務
化
さ

れ
、
さ
ら
に

ど
ん
ぶ
り

一
杯
の
酒

を
重
ね
て
、

合
計
三
杯

を
も
っ
て

周
囲
の
先
輩
か
ら
許
し
て
も
ら
う
と
い
う
寸
法
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
酔
い
つ

ぶ
れ
て
自
分
の
部
屋
で
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
た
。 



 

昭和 41 年 寮祭 舞台製作 

 

昭和 41 年 東京女子大学 1年生との合ハイ 

1
時
間
ほ
ど
、
経
過
す
る
と
頭
が
載
っ
た
枕
を
先
輩
か
ら
蹴
ら
れ
て
叩
き
起
こ
さ
れ
、

運
動
着
に
着
替
え
さ
せ
ら
れ
て
、
近
隣
の
源
氏
ゆ
か
り
の
有
名
な
称
名
寺
に
、
先
輩
か

ら
自
転
車
で
誘
導
さ
れ
て
の
夜
道
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
待
っ
て
い
た
。
到
着
後
に
称
名
寺

で
撮
っ
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
。 

 

寮 

祭
の
た
め
に 

そ
の
後
、
五
月
の
寮
祭
で
は
寮
長
山
田 

嗣
の
強
力
な
指
揮
の
下
に
、
四
年
生
を
除
い

て
そ
の
開
催
準
備
を
総
掛
り
で
行
っ
た
。
近
所
か
ら
丸
太
な
ど
木
材
を
借
り
て
、
舞
台

を
作
っ
た
。
写
真
の
よ
う
に
即
席
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
。
寮
祭

当
日
は
、
午
前
中
は
金
沢
文
庫
駅
ま
で
、
す
べ
て
自
作
の
衣
装
で
女
装
し
た
寮
生
が
で

か
け
て
、
公
衆
の
面
前
で
寮
祭
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
午
後
の
出
し

物
は
、
寮
祭
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
近
所
の
婆
さ
ん
の
踊
り
や
我
々
の
演
出
・
出
演
の

「
白
鳥
の
湖
」
や
前
記
女
装
の
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
済
ん
で
、
夕
方
は

卒
寮
生
の
先
輩
を
畳
敷
き
に
し
た
寮
食
堂
に
招
い
て
の
コ
ン
パ
が
行
わ
れ
た
。
就
寝
時

に
も
、
話
が
続
き
、
先
輩
か
ら
「
書
き
上
げ
た
卒
論
を
麻
雀
を
し
て
い
た
時
に
紛
失
し

て
、
危
う
く
留
年
」
の
話
を
夜
中
ま
で
聞
け
た
有

様
だ
。
そ
ん
な
経
験
が
今
で
も
同
窓
会
で
蘇
る
。 

こ
の
行
事
に
前
後
し
て
、
東
京
女
子
大
学
一
年
生

と
の
合
ハ
イ
が
あ
っ
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
た
楽
し

い
一
日
で
あ
っ
た
。
何
人
か
は
こ
れ
か
ら
文
通
が

始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

混
乱
の
中
の
弘
南
寮 

そ
れ
か
ら
昭
和
四
十
四
年
の
秋
ま
で
は
通
常
の
学
生
生
活
で
あ
っ
た
。
小
生
が
後
期
の

寮
長
に
選
出
さ
れ
た
。
四
年
生
や
会
計
と
同
様
の
四
畳
半
の
個
室
を
あ
て
が
わ
れ
た
。

し
ば
ら
く
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
、
前
期
ま
で
の
単
位
も
通
常
の
日
程
に
従
っ
て
、
獲

得
し
た
。
単
位
は
充
分
で
あ
っ
た
の
で
、
翌
年
は
間
違
い
な
く
四
年
生
進
級
で
あ
ろ
う



 

昭和 41 年 山田の演出による 白鳥の湖  

舞台の左端が小生（ジークフリード王子） 

  

 

昭和 41 年寮祭 舞台製作の合間 

 

 

昭和 41 年寮祭 舞台での 

ラインダンス 

と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
思
い
が
け
ず
翌
年
の
一
月
の
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
に

変
わ
り
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
の
封
鎖
の
解
除
に
至
る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
と
の
発
端
は
昭
和
四
十
三
年
の
学
生
部
の
ス
パ
イ
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
は
、

工
学
部
厚
生
係
に
よ
る
学
生
の
行
動
の
秘
密
調
査
が
発
覚
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。

学
生
の
生
活
状
況
、
政
治
活
動
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
記
録
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
か

な
り
偶
然
の
こ
と
か

ら
し
て
発
覚
し
た
。 

怒
っ
た
工
学
部
学

生
は
工
学
部
学
生
大

会
を
開
い
た
。
そ
こ

で
の
協
議
の
細
部
の

記
憶
は
な
い
が
、
工

学
部
が
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
い
る
決
議
が
採
択
さ
れ

た
の
が
、
昭
和
四
十
四
年
二
月
で
あ
っ
た
。
最
後
の
授
業

は
芹
沢
康
夫
助
教
授
の
回
路
理
論
で
あ
っ
た
。
好
き
な
科

目
が
途
中
で
中
断
し
た
。
こ
の
決
議
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、

全
学
に
波
及
し
て
、
全
学
共
闘
会
議
に
発
展
し
た
か
は
、

不
明
で
あ
る
。 

こ
の
年
度
に
つ
い
て
は
、
三
月
に
は
全
く
正
常
な
形
で

卒
業
が
、
そ
し
て
寮
で
は
卒
寮
が
行
わ
れ
た
。
や
が
て
、

闘
争
が
純
粋
性
を
失
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
性
格
が
変
質
し
、
全
学
共
闘
会
議
の
既
存
の

セ
ク
ト
に
主
導
権
が
移
り
、
工
学
部
側
か
ら
の
対
応
の
有
様
も
変
化
し
た
。
こ
れ
ら
の

対
応
に
小
生
も
嫌
気
が
さ
し
、
外
国
の
大
学
に
眼
を
向
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

昭
和
四
十
四
年
度
に
入
る
と
、
弘
南
寮
は
寮
大
会
を
へ
て
、
何
ら
か
の
意
思
統
一
が
行

わ
れ
た
。
他
寮
は
い
ざ
知
ら
ず
、
弘
南
寮
で
は
直
接
の
大
き
な
行
動
は
な
か
っ
た
が
、

友
人
同
士
の
議
論
は
夜
を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

こ
の
時
期
、
入
寮
選
考
は
行
わ
れ
た
が
、
「
入
闘
を
歓
迎
」
す
る
名
目
に
な
っ
た
。
寮

祭
は
中
止
に
な
っ
た
。
寮
祭
が
で
き
な
く
な
っ
て
先
輩
と
の
交
流
が
絶
た
れ
た
。
せ
め

て
寮
祭
が
続
い
て
い
た
ら
…
…
… 

他
の
行
事
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
廃
止
に
な
っ
た
。 

こ
の
間
、
電
気
工
学
科
の
記
念
代
の
個
人
積
み
立
て
の
預
金
は
す
べ
て
闘
争
資
金
に
化

け
て
、
卒
業
記
念
は
「
名
教
自
然
」
前
の
写
真
一
枚
だ
け
で
あ
っ
た
。 

泥
沼
化
の
な
か
十
一
月
に
な
っ
て
、
学
生
大
会
で
ス
ト
ラ
イ
キ
解
除
が
行
わ
れ
て
か
ら



 

昭和 41 年 寮祭演舞台を背にして 

 

昭和 42 年 3 月 追い出しコンパ 

 

昭和41年 寮祭の後で先輩とともに 

は
、
電
気
工
学
科
で
の
教
官
と
の
話
し
合
い
が
あ
り
、

1

月
に
な
っ
て
か
ら
、
単
位
認
定
が
あ
っ
て
、
卒
業

研
究
室
の
選
択
を
話
し
合
い
や
く
じ
引
き
で
行
い
、

さ
ら
に
大
学
院
選
抜
を
含
め
、
五
月
三
十
一
日
を
正

式
な
卒
業
日
と
し
て
、
大
学
側
か
ら
提
案
の
後
に
決

定
さ
れ
た
。
大
学
院
は
す
で
に
、
横
浜
国
立
大
学
の

以
外
に
は
、
進
学
不
可
能
と
な
り
、
通
常
な
ら
大
学

側
か
ら
行
わ
れ
る
推
薦
入
学
は
全
廃
さ
れ
、
例
外
な

く
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。 

通
常
へ
の
回
帰 

大
学
院
へ
は
六
月1
日
付
け
で
進
学
し
、
講
義
は
ほ
ぼ

当
て
通
り
に
行
わ
れ
た
。
夏
休
み
期
間
を
廃
止
し
て
、

大
学
院
学
生
の
実
験
時
間
へ
の
充
当
を
経
て
、
秋
に
は

通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
時
間
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
、
指
導
教
官
中
西
邦
雄
教
授
の
指
導
の
も
と
に
、

直
接
の
指
導
教
官
の
関
口
隆
助
教
授
と
一
緒
に
、
彼
の

研
究
協
力
関
係
か
ら
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
国
立
公
衆

衛
生
院
で
生
理
学
の
研
修
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ

が
切
っ
掛
け
で
、
こ
の
時
期
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て

い
た
生
物
学
、
電
気
生
理
学
の
学
習
の
た
め
に
、

ド
イ
ツ
医
学
部
の
感
覚
生
理
学
専
門
の
カ
イ

デ
ル
教
授
の
も
と
へ
の
留
学
を
志
す
こ
と
に

な
っ
た
。 

大
学
院
終
了
時
に
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
の
奨

学
生
に
応
募
し
て
合
格
し
た
。
し
か
し
先
方
の

都
合
で
延
期
に
な
っ
た
が
、
十
月
に
東
京
医
科

歯
科
大
学
医
用
器
材
研
究
所
に
就
職
し
、
在
職

中
に
再
度
応
募
し
て
、
翌
年
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
・

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学
の
医
学
部
生
理
学
研

究
所
バ
イ
オ
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
留
学
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。（
文
中
敬
称
略
） 

記
述
の
誤
り
が
あ
れ
ば
、
ご
指
摘
く
だ
さ
い
。
令
和
二
年
九
月
二
十
日 


